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街角や道路で気ままに遊んでいる子どもたち

そして、宿題や用意された遊びを思い思いに楽しむ子どもたち

　　　　　　子どもたちは子どもと先生との社会の中で育てばいいのだろうか
　　　　　 決められた科目や授業内容に即して学んでいくだけでいいのだろうか
家族の形や社会の形の変化に知らず知らずの内に振り回されているのは子どもたちなのだ
　東東京の残された復興小＋小公園の用地を都市のなかにおける面的賑わいの場として
　　　　　　　子どもたちが自由にまちで育つことができるような場所を作る



戦後 (昭和 22 年４月 )の学校配置図

現在 (平成 28 年４月 )の学校配置図

戦後 (昭和 22 年４月 )の学校配置図

最も少子化していると言える

焼失区域
復興小学校
復興図書館
焼失区域外小学校
同　図書館

地域の核としての小学校と小公園を都市の中に散りばめた。象徴として、中心として、利用されていくことを見込んでいた

屋内運動場

復興小公園

復興小校舎

復興小　完成イメージ

竹町小学校と竹町公園の変遷

1924 震災復興小学校として竹町小学校＋小公園ができる

1987 小学校の統廃合から竹町小学校に改築　
　　　　　　　　→　名称が「平成小学校」に変更

復興小

小公園

平成小学校

竹町公園

下町と開発の狭間に大きく開いた資源　旧竹町小学校
周辺には、商店街や路地など生活のかけらが多く存在する。

まちの中に散らばっている活動の様々が、子どもにとっては学び、そして遊びの宝庫であるはずだ。
そうしたまちの活動を連携しながら息づく子どものための居場所を作る。

① 大通り ②車止めありの一方通行 ③一方通行 ④路地

都市のインフラ

竹町商店街路地

路地

復興事業が残したまちの痕跡と今の暮らしが重なり合っている

共同住宅住宅
ホテル（宿泊施設）子ども施設

寺・神社
会館

飲食店商店 事業所 工房・製作所等

新御徒町駅（都営大江戸線）

通学路（主に小学生）
通勤・通学

(1) 子どもたちが気ままに活動していける環境を作っていく

クラスルーム形式の授業

そこに住む様々な人との交流

歳の近い高校生・大学生に教えてもらう

工房やアトリエが授業を開講する

(2) 人との出会い、まちとの出会いが子どもたちを形作る

CR

CR

CR

CR

オープンスペース
CR CR CR CR

廊下

教室や廊下を等価にする

従来の片廊下型

オープンスクール型

緩やかに空間を定義する梁と壁によってできる場は、子ども
たちに自由な学びを促す

　カリキュラムは学校をまちへと開くことで、教職員だけでなく
地域の人々が子どもたちの最も身近な生きた先生となる。

(3) まちの一部として、公園と小学校の構成を再構築する
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